
 

国際ロータリー第２７９０地区 袖ケ浦ロータリークラブ 

週   報 
 

UNITE 

                                     FOR 

                                         GOOD 

例会日 毎週月曜日 12:30～13:30 例会場 レストラン菜心味袖ケ浦店 電話:0438-60-1753 

事務所：〒299-0263 袖ケ浦市奈良輪 2 番地 10 アルスコンドウ七番館 101 号室 

電話:0438-64-1139  FAX:0438-64-0795 MAIL:sode1974@portland.ne.jp  

N O . 2 3 0 5  第 2 7 回 例 会   2 0 2 6 . 3 . 3 0 ( 月 )  

 

2025-2026年度 国際ロータリー会長：フランチェスコ・アレッツォ 

地区ガバナー：時田 清次  第 5グループガバナー補佐：渡邉 慎司   会長：荒木 行雄 

会長エレクト：斉藤 真己   副会長：領家 宏治   幹事：津留 三枝子 副幹事：福原 孝彦 

 

 

 

 

【司会進行】福原 孝彦 SAA 

【点 鐘】荒木 行雄 会長 

【ソ ン グ】我ら日本のロータリアン 

【お 客 様】君津RC(次年度ガバナー補佐) 

       黒岩 靖之 様 

      富津中央RC 

       岡田 良弘 会長 

       渡辺 哲夫 幹事 

       榎本 守男 様 

       高橋 裕之 様 

       栗原 典子 様  

【会長挨拶】荒木 行雄 会長 

 
皆さん、こんにちは。 

今日のお客様は、君津RC次年度ガバナー補佐

の黒岩様。そして、富津中央RC岡田会長、渡

辺幹事、榎本様、高橋様、栗原様です。当クラ

ブ例会に来訪いただき、ありがとう 

ございます。後ほど、ご挨拶をいただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

さて明日が年度末最終日です。多くの企業や役

所、学校等も一区切りをつける日となります。

世の中が忙しく慌ただしく感じる時期です。数

年前までは、道路工事等が多くなり、年度末が

きたと肌で感じました。弊社も零細企業ではあ

りますが２月から４月まで恩恵にあずかりまし

た。今現在も多忙であります。 

また今は、桜のシーズンです。皆さん、花見は

いかれましたか？私は、孫を連れて袖ケ浦公園

に行きました。駐車場は常に満車状態でありま

したが、15分ほど待ちましたらすんなり入れま

した。園内は、大勢の人がいました。桜の下で

食事をする人、公園で遊ぶ人と皆さんとても楽

しそうでした。 

花見といえば、昨年東京の目黒川へ行ったこと

を思い出しました。あまりにも見物客が多く、

大変驚きました。その時短歌を詠みました。 

「人のながれに身を任せ花をみるより人の鼻見る」

選には入りませんでした。 

あと一週間ほどは、どこかでキレイな桜を見る

ことができるでしょう。是非、花見をして季節

を楽しみ、リフレッシュしましょう。以上、会

長挨拶とします。本日もよろしくお願いします。 

 

 

 

本日の予定 第29回例会 4月13日 

委員会卓話(環境月間に因んで) 

勝畑 社会奉仕担当部門長 



【幹事報告】津留 三枝子 幹事 

 
≪回覧物≫ 

・米山記念奨学委員会より学友支援のお願い 

・コーディネーターニュース4月号 

≪連絡事項≫ 

・次週4月6日は、郊外ボランティア活動です。 

 11時に菜心味駐車場に集合してください。 

 3日(金)の時点で雨予報の場合は、通常例会に変更

になり、郊外ボランティア活動は13日に延期とな

ります。 

・4月2日(木)は、補助金プロジェクト【つながる食

卓】実施日です。 

 場所は、例会場(菜心味)です。12時に施設方が来

ます。11時30分集合でお願いします。 

 参加者は、荒木会長、津留幹事、勝畑社会奉仕部

門長、小川会員、松尾会員、鈴木貴志会員、鈴木

和弘会員、福原会員、鈴木孝雄会員、城所会員、

佐々木会員、井木会員、内藤会員以上13名です。

よろしくお願いします。 

 

 

【お客様ご挨拶】 

君津RC(次年度ガバナー補佐) 黒岩 靖之 様 

 
富津中央RC 会長 岡田 良弘 様 

 

富津中央RC 幹事 渡辺 哲夫 様 

 

 

 

 

 

 

富津中央RC 榎本 守男 様 

 

 

 

 

 

 

富津中央RC 高橋 裕之 様 

 

 

 

 

 

 

富津中央RC 栗原 典子 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の委員会報告】 

勝畑 元宏 社会奉仕担当部門長 

4/6(月)郊外ボランティア活動を実施します。3コー

スに分かれて行います。よろしくお願いします。 

 

☆ニコニコBOX☆ 

富津中央RC様 今日は、5名でメーキャップに

伺いました。よろしくお願いし

ます。 

荒木 行雄 会長 君津RC次年度ガバナー補佐黒岩 

津留 三枝子 幹事 様、富津中央RC岡田会長。渡辺

幹事、榎本様、高橋様、栗原様

の来訪に感謝してニコニコ。 

高村 和朗 会員 富津中央RCメンバーの皆様、君

津 RC黒岩様の御来訪に感謝して。

また、井木さんの卓話楽しみに

しています。 

小川 義則 会員 富津中央RC岡田さん、渡辺さん 

佐々木 亘 会員 榎本さん、高橋さん、栗原さん 

内藤 夕美子 会員 君津RC黒岩さんのご来訪に感謝 

早坂 信夫 会員 します。井木さんの卓話に感

謝!! 

2026年11月7日(土) 

富津中央RC 

60周年記念式典 



鈴木 貴志 会員 井木さんの自己紹介すごく楽し 

勝畑 元宏 会員 みです。本日、ご来訪の皆様に 

斉藤 真己 会員 感謝！！ 

福原 孝彦 会員 岡田会長をはじめ、富津中央RC 

鈴木 和弘 会員 の皆さん、君津RC黒岩さんのご 

鈴木 孝雄 会員 来訪に感謝して。井木さんの卓

話に感謝して。  

領家 宏治 会員 井木さんの卓話に感謝して! 

中山 元宏 会員 井木会員の自己紹介に感謝して! 

 たくさんのお客様のご来訪に感

謝です。 

 

 

【出席報告】城所 秀樹 親睦担当部門員 

 

 

【プログラム】会員卓話【新入会員自己紹介】 

井木 永悟 会員 

 

昭和46年1月10日生まれ。増田家の長男とし

て千葉県君津市で生まれた。父は袖ケ浦市三箇

出身、母は君津市山本出身。(現・マルユー㈱の

住所地) 

両親の仕事の関係で、生まれてすぐに静岡県清

水市へ移住。父は材木の卸会社を経営。母は手

伝い。２歳下の妹がいる。 

小学校はキリスト系の星美小学校。自宅から小

学校までバスと電車と徒歩で９０分くらい掛か

っていたと思う。小学1年生より6年間バイオ

リンを習う。毎年コンクールに出場したが一度

も表彰されたことはなし。自宅の屋根の上でバ

イオリンを弾いたことはなし。小学4年生より

3年間トロンボーン、チューバ、トランペット

を習う。 

小学1年生より近所のソフトボールチームへ入

団。背番号は４。入団した順番の背番号。ポジ

ションはキャッチャーで打順は下位だったと思

う。バッティングは全然ダメで、エースの超速

球を取れるのが私しかいなかったので試合に出

れていた。チームはそこそこ強かった記憶があ

る。 

小学校の思い出。小学３年生の時、弟が生まれ

る。９歳下の弟はとても可愛くてたまらなかっ

た。弟が３歳くらいの時に自転車の後ろに乗せ

て海まで行き、一緒に貝殻を拾った記憶が懐か

しい。 

私学の小学校だったので４年生より中学受験の

授業が始まる。灘中学校、開成中学校などの入

試問題に着手。超難題ばかりで、本当に頭の良

い人たちはこういう問題を簡単に解けるんだな

と幼心に感じた。私は全く、付いていけなかっ

たが、私学の進学校に行くつもりでそこそこ勉

強はしていた記憶がある。 

小学６年生になった時に、父より地元の清水市

立第四中学校に行けと言われ、中学受験は消滅

となった。 

中学校時代 

小学校時代、ソフトボールチームに入っていた

ので知った顔は多く、特に問題はなく、中学生

活へ入り込めた。 

（学校生活） 

１年生時、立候補し、学級委員長となる。授業

中の居眠り、無駄話などを積極的に指導。 

２年生時、立候補し、学級委員長となる。授業

中の居眠り、無駄話などを積極的に指導。 

会員数 出席会員 欠席会員 出席免除 

24名 17名 6名 1名 

出席率 前々回修正出席率 

78.26％ 82.61％ 

欠席者 
松尾会員、餅田会員、橋本会員、髙木会

員、遠山会員 

ﾒー ｸｱｯﾌ゚  鈴木 慶太会員 



３年生時、学級委員長に立候補し、推薦候補者

との一騎打ちとなるも1票対44票で落選。成績

は400人中最高順位９番。 

（部活動） 

1 年生時、声出し、練習サポートに明け暮れる。

夏場の練習でとても喉が渇くが水分摂取は禁止。

仕方なくファウルボールを拾いに行きながらグ

ランド沿いに流れる排水（グランド隣の JAがた

まねぎの洗浄をした排水）を隠れて飲む。他の

1年生部員全員飲んでいた。体調は悪くならな

かった。 

恐怖のダービー・先輩の機嫌を損ねる（声出し

が小さい、動きが悪い、顔つきが気に入らない

など）とダービーなる地獄が待っている。ダー

ビーとは1周４００メートルトラックを走らさ

れるのだが周回で1位の人間が1周ごと抜けて

いく。足の遅い私にとっては最初から全力で走

るのは得策でなく、ダービー開催の時（1か月

に1回程度）はいつも15周以上走っていた。持

久力は付いた。のちに行われる校内マラソン大

会では５００人中15番以内にはいることが出来

た。 

恐怖のインベーダーゲーム・先輩の機嫌を損ね

る（声出しが小さい、動きが悪い、顔つきが気

に入らないなど）とインベーダーゲームなる地

獄が待っている。インベーダーゲームとはバッ

クネット前に立たされる。先輩たちはバックネ

ットを向いて、ホームベース付近にボールを持

ち立つ。その距離１０メートルくらい。キャプ

テンのスタートの掛け声で何球ものボールが私

目掛けて飛んでくる。背中を向けると最初から

やり直しになるシステムなので、ずっと前を向

き、顔や体に何球もボールがぶつけられる。先

輩たちの気が済むまで行われる。終わった時に

は顔や体中にアザが出来ている。 

恐怖のケツバット・この儀式は個別に行われる。

練習態度、学校ですれ違った時の態度が悪いと

部室の裏に呼び出される。そして、フルスイン

グでケツを痛打される。私は竹刀で2発、バッ

トで1発を食らったことがあるが、この時はさ

すがに歩けなくなり病院へ行った。病院の先生

はケツを見るなり『7色になってるよ！これは

痛いだろう！湿布を出しとくから貼っておき

な！』で終わり。 

同級生と慰めあいながら過ごす１年間であった。 

２年生時、下級生もでき、心にゆとりができた

１年となる。ひと学年上の帰宅部の先輩（やく

ざの息子でみんなから恐れられている、番長と

呼ばれる人）に目を掛けられるようになる。こ

の影響で野球部の先輩たちからは、一切文句等

を言われなくなる。インベーダーゲームとケツ

バットは廃止するようにした。 

夏になり野球部の先輩たちが引退し、ついに私

たちの時代が来る。やっとレギュラーとなれた。

打順は６番、守備位置はレフトたまにピッチャ

ー。新人戦は市内大会で優勝。県大会は初戦敗

退。 

１年から３年の間に身長が３０センチ伸び、成

長痛で膝がとても痛かった。 

高校進学の話、受験勉強はしたくない、野球部

の強い学校に行きたいと担任の先生に伝える。

清水市立商業高校の特別進学コースが学校推薦

で面接だけと聞き、そこに決めた。 

高校時代 

 衝撃の事態が発生。入学式後、教室にいたら

商業科の生徒が乗り込んできた。私の名前を呼

びながら、殴りかかってきた。私も仕方なく応

戦し、取り押さえたところに担任が来て、その

まま職員室に連れていかれ、停学１週間となっ

た。停学が解け、通学を再開。殴りかかってき

た相手は大人しくなっていた。入学当初の学内

試験では4番と良い成績を修めたが一切勉強を

しなくなり、野球に没頭したことで1年3学期

終了時点では成績は 90 人中 90 番となっていた。



担任に呼ばれ、商業科へ編入の打診を受け、す

んなり受け入れ2年より商業科へ編入すること

になった。 

（部活動） 

高校入学と同時に一切、勉強をしていない。素

振りは毎日300回以上行った。 

１年生時、初めてグランドに立ち練習を行う。

先輩たちはでかく、体格も良く、ひげも生えて

おり、大人に見えた。声出し、練習のサポート、

先輩のグローブ、スパイク、バット磨きに明け

暮れる。この時代も夏場の水分摂取は禁止であ

った。みんなトイレに行った時に隠れて水分補

給をしていた。練習終了後に飲む５００ｍｌの

瓶に入ったコーラが美味かったな。 

恐怖の集合・先輩の機嫌を損ねると練習終了後

に『１年、集合』と野太い声が掛かり、1年生

は部室へ集まることになる。コンクリートの床

に正座し、両手は頭上に上げさせられる。この

状態が長いと２時間くらい続く。先輩たちから

の指導、鉄拳制裁があり、先輩たちの溜飲が下

がると終了となる。正座が解けるも、１年生全

員、暫く動けず。 

夏の県大会予選で見事に３年生は優勝を飾り、

甲子園出場。バスに乗り半日掛けて応援に行っ

た。１塁側アルプススタンドで声援を送ったも

のの、初戦12対２で敗戦し、3年生は引退とな

る。新チームとなりベンチ入りメンバーに選ば

れるも大した活躍は出来なかった。 

2年生時、下級生もでき、ゆとりができ、練習

に没頭。外野手の補欠とし、偶に試合に出る程

度で活躍していなかった。1学年上の先輩達は

県大会予選で初戦敗退し、引退となる。やっと

我々の時代となる。私は1塁手のレギュラーと

なれた。打順は4番。秋季大会予選で敗退。大

した活躍はしていなかった。 

3年生時、最後の3か月となる。春季大会予選

で敗退。春季大会以降、打撃の調子は上がり、

本塁打を量産。最後の夏の大会の1か月前に監

督に呼ばれる。キャッチャーへのコンバートだ

った。チームの状況を考えるとこれが一番の策

だと同意。この日よりキャッチャーとなる。夏

の大会は１，2回戦と順調に勝ち上がり、3回戦

は優勝候補の高校でピッチャーは球速140キロ

を超える投手であった。試合は私のソロホーム

ラン、2点タイムリーツーベースヒット、5回終

了時点で3対０とリード。9回表終了時点では

４対２。いよいよ最終回。キャッチャーをやり

ながら『俺、ヒーローインタビューじゃん』と

考えながら守っていた。ツーアウトになり、あ

と1球となったがここから味方のエラーが立て

続けに起こり、最後はツーアウト満塁からショ

ートゴロに打ち取ったものの、ショートが捕球

後に転んでしまい、ＴＨＥ ＥＮＤ。４対５で

サヨナラ負けとなり、高校最後の野球生活が終

わった。高校通算本塁打２４本。 

本日の自己紹介は、ここまでで終了します。 

大学時代以降はまた日を改めて行う予定です。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報担当部門より 

クラブ週報の原稿は例会の翌日(火)中に事

務局へ送付お願いいたします。 

＊会員皆様のスナップ写真の投稿、協力を

宜しくお願いします。 



 

 
 

 

 

例会場(菜心味駐車場)から 3 コースに分かれて、 

ゴミ拾いを行いました。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

本日の予定 第28回例会 4月6日 

郊外ボランティア活動 

欠席・ZOOMの連絡は当日10時20分まで

にお願いいたします。 

 


